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・ 本誌に掲載する著作物の複製権，翻訳・翻案権，上映権，譲渡権，公衆送信権（送信可能化権を含む），貸与権，二
次的著作物への利用に関する原著作者の権利は，金原出版株式会社が保有します．

・ 教育機関，医療機関，企業などにおいて本誌を無断で複製すること（コピー，スキャン，デジタルデータ化など）
は「私的使用」など著作権法上の限られた例外にはあたらず，違法となります．また，限られた例外に該当する場
合であっても，代行業者等の第三者に依頼して複製を行うことは違法となります．

・　＜出版者著作権管理機構 委託出版物＞
　  本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています．複製される場合は，そのつど事前に，出版者著作

権管理機構（TEL：03‒5244‒5088，FAX：03‒5244‒5089，E‒mail：info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください．
・ 本誌を AI（人工知能）分野に関する用途で許諾を得ずに利用する行為は，当社の利益を不当に侵害する可能性があ

ります．必ず事前に当社までお問い合わせください．

　他科との境界領域では，担当医師の専門領
域，経験値，考え方など，個性が発揮される場
面も多いのではないでしょうか．また，多職
種・他科との連携が必要な場合も多いため，連
絡の行き違い，判断の遅れなどのリスクも高ま
るかも知れません．地域医療の実情も医師の判
断に影響するでしょう．どこまで経過を観察，
どこから専門家に紹介，いつごろ外科系に相談．
難しい判断に悩まれることもあるかと思います．
　今月号の特集は耳鼻咽喉科との“境界領域”
を意識して企画されました．また「最近の外国
業績より」でも，今回は境界領域をテーマに文
献を紹介していただきました．
　喉頭軟化症は小児で喘鳴をきたす代表的な疾
患です．小児科医が経過をみることが多い一
方，レーザー治療を含めた外科的介入も積極的
に考慮されるようになりました．新生児期の保
存治療と積極治療の境界領域という視点から概
説をお願いしました．
　扁桃炎による繰り返す発熱や扁桃肥大では，
扁桃摘出の適応について耳鼻咽喉科に相談する
べきか思案されることもあると思います．学校
健診で気付かれた場合，その後の対応に迷うこ
ともあるでしょう．保健と医療の境界領域とい
う視点からも重要な病態です．

　長引く呼吸器症状の原因として副鼻腔炎もよ
く遭遇する病態です．頭蓋内感染など重篤な合
併症のリスクもありますが，安易な抗菌薬治療
は控えるべきです．耳鼻科への紹介のタイミン
グにおいて，小児科医の判断には個人差がある
ようです．小児科と耳鼻咽喉科の境界領域とい
う視点で代表的な疾患です．
　急性の嚥下障害を主徴とする急性喉頭蓋炎，
扁桃周囲・咽後膿瘍，気道異物などは緊急性が
高く，耳鼻科医との速やかな連携が必須です．
乳児期の嗄声では気道緊急のリスクがあり，手
術適応のある病態も存在します．鑑別診断，治
療方針決定において高度な判断が必要とされる
高リスクな境界領域という視点で，これら 2 件
のトピックスを採り上げました．
　全身に目を配り，多職種・他科との連携を通
じて包括的な小児医療を提供するためには，周
辺領域の診療技術を高めること，すなわち“外
堀を埋める”ことが大切です．境界領域を見直
すことで小児医療の外堀を埋める．そこで見え
てくる小児科医の使命を実感していただければ
幸いです．

� （高橋　孝雄）
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